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This study was undertaken to obtain some funclermental information on morphological development of 

female flower buds in Abies Veitchii 

Flower buds were collected at intervals of 10 days from 3 tre田 at1ωOm alt. and 2250m on 1¥'lt. Fuji， 

1) Flower huds were differentiated from early July to late August 

The period of flower bud differentiatioll were about 3 or 4 weeks at the different altitude (1000m 

and 2250m). ' 

2) Female flower buds were rapidly illcreas田 fromApril to middle July， after then these were slown田 S，

3) The incr田 S田 oflength (L) and width (Vi1) were shown in F (Lハ!V)value curve， These draw rising. 

down and sideweise curve. This meaning is that length of cone size is more i即日出白 thanwidth， after 

then width is田町田S田 andlength and width were slowness incre回目

4) Elongation period of 2250m a1t. was about 30 days 1ater than 1000m a1t 

5) Length of bract scale was slowness during fertilization. After fertilization had been done， this was 

rapidly in町田S田 And this田町田S田 periodis the higer altitude， the longer. 

6) ¥Vidth of bract scale was increase8 during flowering and fertilization. After fertilization had been 

done， this incr自由 stopped. This period lasted for 20 days in each altitude. After then this continued 

田町田S田 andslowness. ¥Vidth is 10 days longer then length for slown田 scondition 

7) Both length and width of seed scale draw the pattern of raising and sidewIse. Namely， these 

incr田 S田 areduring flower bud elongation， fertilization and cone elongation. Sideweise period was the 

same to bract scale. 

日)Length of bract scale was always longer than seed scale 九Viclthof bract scale ¥yas lager than seed 

scale during flower bud elongaticn， afeter fertilization had been done， these were similer. 

要旨。 シヲベの育種tこ関する基礎資料を得るため、民主花芽分{じの観察と成熟にいたるまでの外部形態の発達過程

を観察、測定した。その結果、次のようなととがわかった.



- 2ー 山梨県林業試験場報告第 15号

1)祐芽の分イ白は、 7用上旬から8月下旬にみられる@標高1000mと2250m地点での分佑期目ずれは3-4週間であ

る.

2)球果の生長は、翌年の4月に入ってからいちじるしい生長がみられ、 7月中旬頃緩慢となる.

3 )球果の長さと闘の生長経過の特徴と形状比 (L!W)で示せば、上昇、下降、横ばいのカープを描く.すなわち、

まず長吉が縞よりも先に生長したのち、腐の増大、つづいて長古、揺の生長が緩慢となるので、カ戸プは平行状態

となる.

4)標高10日Omと2250m地点での生長期間白ずれは30目前後である.

5)奮鋳の長吉は、受精期間甲、平箆状閣にあり、受精後、急速に発達する。標高が高いほど、受精後の発達期間は

長い.

6)を縫の隔は、開拓受精期間中、生長し、受精後一旦休止する。 ζの休止期間は約m日間で1000m、2250皿のいず

れにもみられる。その後、生長を開始し、弔街状態となる。平衡状態は長さよりも10日ぐらい早い.

7)種銭は長吉縞とも、上昇して平衡状態を保つ生長のパターンを示す。すなわち、花芽発達期、受精期、球果発達

期に生長して、それ以後援慢となる。緩慢となる時期は琶儀と一致する。

8)菅儀と種鋳の長さを比較すれば、省鯨が常に種録を上まわっている。隔については、花芽発育期では哲鯨の方が

大きく、開花受精期以後、ほとんど等しくなる。

まえがき

モミ属に関する我が国の育種はトドマツに関して、種子生産7)8)、産地特性"、 i宣伝変異2)3)、交雑4)12)

など多くの研究がなされている。一方、"Y'iベについては分布範囲もせまく、また、亜高[1j性樹種であ

ることから、立地、生態に関する報告が多く、育種的な研究は、種子採取山、変異9)、花粉発芽1)など、

三・三の報告があるにすぎなL、。

本県におけるY ヲベの天然分布は、富士山、八ヶ岳、秩父、南アノレフ。スの標高1500m以上の地帯、い

わゆる亜高山地帯に広く分布し、面積は5250haにおよんでいる。また、人工林面積も約2000ha、年間

約200haの造抹がおこなわれている。今後の造林に対し、安定した優良種苗の生産を計るため、すでに

V ラベの採種園も造成されている。しかし、 V ラベは結実年令が遅く、結実の間断年数も長いことから

特に結実促進の技術開発が急務であろれそこで、遺伝的に優良な種子を量産するため、いかにしたら

早く着花きせ、多くの結実がみられるかを究明している。

本報では、 Yヲベの育種をすすめるための基礎資料をえることを目的として、雌花の花芽形成から成

熟にいたるまでの外部形態の変遷を観察し、測定したので報告する。

材料と方法

富士山の北斜面、標高1000m、2250mの2カ所の天然林(推定樹令100-150年生)で母樹各3本ずつ

選び、 1970年と1971年lこ観察および雌花採取を行なった。採取後ただちに雌花のタ形の長さ、径を測定

した。また雌花の中央部から、種鋒、および萄信号を無作為に20枚とりだし、その長吉と巾を測定した。



結果と考察

雄花芽の形成
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花芽の分化、発達過程の観察結果を表 1に示す。 Yヲベの花芽の分化期は、気象条件、立地条件に

よっても異なるが、 1970年の観察では、標高1000m地点で7月上旬から B月下旬、 2250m地点では7月

中旬から、 8月下旬に花芽の分化がみられた。雌花芽は、樹冠の上部の当年枝上国につく。挽花芽は、

雌花芽の完寄生する校より下部の枚、当年枝の生長先端に下向きに群生してつく。雌雄花芽の識別は、容

易であるが、葉芽と雌花芽は、着生位置がほとんど同じであるため、早い時期の識別は、むずかしく、

縦断面を検鏡しなければならない。今回は肉眼観察が主であったが、早い時期には検鏡をおこなった。

9 月頃になると雌花芽は葉芽よりも楕円型に生長する。 10月の雄花芽の形状は、標高1000mで長さ 7~

10mm、径 4mm、形状比2.2、標高2250mで長さ 4~5mm、径2.5~3.5mm、形状比1. 6であった。標

表 1 シヲベ日草花芽の発育過程

Table. 1 Observation for developmental proc田 Sof flower 

buds in Abi田 Veithii

発達過程

Dev-elopmental proc田 S

宿芽分イじ期

Flower bud differentiation 

花芽発達期

Flower bud elongation 

休限

Dormancy 

:re芽 発達 甥

Flower bud elongation 

関:rB受精期

Flowering and fertilization 

球果発達 WJ
Cone elongation 

結実期

Maturity 

時 期

Period 

7月 上 旬

Early part of July 

-8月 下 旬

-1 Latter part of Aug. 

10月 下 旬

Latter part of Oct. 

翌年

The following y田 r

4月 中 旬

Middle par of Apri1 

5月下旬

Latter part of May 

6月中旬

-1 Middle part of June 

9月上旬

Early part of Sept 

9月下 旬

Latter part of Sept 

(1970-1971) 
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高による花芽分化期は異なり、標高2250mでは1000mより 3週間から 4週間遅れ、雌花芽と葉芽の言語別

は、標高が低いほど容易であった。また分化期間については、雌花は雄花より長いようである。モミ属

トドマツの花芽分化期は、結実年の前年7月の花芽分化J留については松浦ωのトドマツの研究がある。

V ラベと比較した場合、ほぼ似た傾向を示す。着生の仕方もトドマヅとまった頃に分化がおこなわれ、

オオ$/"'7ピツ 11)でも同じであることから、モミ属は分ft湖、着't位置はウラジロモミ、く同様であり、

ほぼ共通と恩われる。

雄干E芽の発音

花芽は夏からの分化、生長を終えると、表面を樹脂で被い、そのままの形で休娘に入る。生長を再開

するのは次年度の 4月中旬頃からである。雄花発達過程を示すと図 1のとおりである。長さ、径とも

7月中旬頃から緩慢となり成熟結実へと向れ

これまでの報告9)と同様に標高が高いほど球果は小さく、特に長きは、

4月中旬より生長し、特に長さの生長がいちじるしい。

成熟時の標高によるちがいは、

1000mと2250mでは2倍近いちがいがみられた。生長経過の特徴をとらえるため、形状比 (F値)を採

5月初日以降であったので、取日ごとに平均をもとめて図 1に示した。標高1000m地点での採取は、

日
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図-1 シヲベ陵高の外形生長
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それ以前のカ{プについては不明であるが、 2250mのカ戸プ左向じとすれば、上昇、下降、横這いのI震

で経過したものと思われる。すなわち、まず長さが径よりもいちじるしく生長し、それ以後径の増大が

いちじるしくなり、つづいて、長さ、径の生長が緩慢になるので、カ{プは平衡状態となる。標高差に

よる生長期間のずれは、形状比のカ{フーの描き方から、 4週間前後のちがいがあることがわかった。こ

のことは、分化時期のずれとも一致する。

苦鋳および種鎮の発育

省器専の発達過程を図-21"示した。長さと幅の生長カープの描き方は、時期的なずれはみられるが類

似した生長型を示す。すなわち、まず生長がいちじるしいのでカーブ1主上昇し、続いて生長を休止して

平衡状態となり、ふたたび上昇、平衡となる。表 1に示した花芽の発達過程の記録とあわせて考える

と、長さの場合、標高1000m地点の母樹では5月20日から 6月2日の聞は平均5mmで、生長は休止し

ている。すなわち、この時期に受清をおこなっている。 2250mではが)4週間ずれて 6月12日から 6月23

日の問がこの時期にあたる。受精後球果発達段階に入り長きの生長は直線的に急速な発達がみられる。

標高10∞mでは7月13日まで上昇し長さ llmmとなり、 2250mでは8月13日までで畏さ 10_8mm、その

後平衡状態になる。生長期間は、標高が高いほど長かった。萄告書の揺は、開花受精がおこなわれている

期間中生長発達する。長さは受精後直線的な生長を示したが、縞は受精後一度生長がとまり平衡状態と

なる。標高1000mと2250mのいずれにおいても、約2週間その時期がみられた。その後生長がおこなわ

れ、続いて緩慢となり平衡状態がみられた。平衡状態から上昇にむかうこの時期の伸長は、長さの場合

よりも10日ぐらい早く終える。トドマツの萄信号の生長パターンは、松浦5)によれば上昇一緩慢となって

いる。 Yラベの場合、上昇の途中に約2週間の生長休止時期があり、この点が異なる。このことは、樹

種の特性であるのか、あるいは気象等の外的条件によるのか、不明である。

種燐の発達過程を図 31"示した。種鱗の長き稿とも上昇 平衡の生長パタ[ンを示し、時期的にも

一致している。花芽の発育過程からすれば、発達期、受精期、球果発達期と結実期にいたるまで生長が

継続していることになる。平衡状態に入るl時期は萄鱗の生成が緩慢となる時期と一致し、標高1000mで

は 7 月 3 日、 2250mでは 8 月 13 日 ~24日であった。種儀の長さと幅の生長は、受精期間まではほぼ‘致

し差がないのに対して、受精後長さはそのまま直線的に生長を続け、一方幅は曲線的に緩慢主なる。

壱鱗と積書草の発達過程を比較するため、長吉と簡に分け図 4、肉 5に示した。長さについての比

較をすれば、萄鱗は常に種俸を上まわっている。生長パターンは、萄鱗が受精時に一時生長が緩慢とな

る以外は;ほぼ同様のカープを描き、標高JjIJにみても同様である。稿に関しては、官鱗と種鱗で交叉時

期がみられる。標高1000mでは 6月12[1， 2250mでは7月13日で、受精後、種鱗が萄鱗l亡交叉するかた

ちとなる。一時的に種鱗は萄鱗をうわまわり、成熟期にはほぼ等しい大きさとなる。標高2250mでは成

熟期に種鱗が萄鱗をうわまわっているが、これは標高によるちがいよいよりも、個体変異によるものと

恩われる。
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シヲベ雌括の外部形態の発達
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おわりに

本報告は、優良種子生産の向上をはかるために、まず、花芽形成、開花、結実の発達過程における形

態の変遷を明らかにした。これを足掛りに、解剖l学的に研究を加え、細胞学的、生理的面の問題と発展

させ、さらにそれらの結果を採種函の施業技術にむすびつけていきたい。
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Photo.1 雌花の着生状混 (5月ド旬〉

Female flower. (Late 1{ay) 

Photo.2 雌花援写(6月中旬)

Female flower contact 

photo.lvliddle June) 
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Photo.3 雌花の内部 (6月中旬〕

Inside of female flower 

(Middle June) 

Photo.4 否鰐および種厳 (6月中旬〉

Bract scales and seed 

scales. (Middle lune) 

Photo.5 受精時の雄花(6月中旬)

Female f10wer of 
fertili田 tion

(MiddleJune) 


